


















平成 28 年人口推計調査によると、日本の総人口は 1 億 2693 万人、65 歳以上
の高齢者人口は 3459 万人、総人口に占める 65 歳以上人口の割合は 27.3%と
なっている。その中に、前期高齢者人口（65 歳から 74 歳）は 1768 万人、総
人口に占める割合は 13.9%で後期高齢者人口（75 歳以上）は 1691 万人、総
人口に占める割合は 13.3%である。平成 77 年（2065 年）約 2.6 人に１人が
65 歳以上、約４人に１人が 75 歳以上の状況になると推測できる（平成 28 年
高齢化状況白書、内閣府）。現在の平均寿命（平成 27 年）は男性 80.75 年、
女性 86.99 年である。平成 77 年（2065 年）には男性 84.95 年、女性 91.35 年
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現在、長期定員 120 名が在住し、平均年齢は 87.3 歳。その中に、女性の平均










































	 パストラルワーカーに紹介されて、C さん話を聞くことができた。C さん
は体が不自由で１人で外出することができない。C さんの部屋に入った時テ
レビを見ていた。「実はテレビを見るのが嫌いよ、でもやることないから」っ





































	 従って、高齢者の仕事の場―G 治療院でフィールドワークをした。11 
 
１、G治療院 
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